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下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

下
請
工
業
分
析
に
劃
す
る
試
論

1

1
類
型
化
法
の
援
用
に
つ
い
て
ー
ー
ー

一
、
序

三
、
本
質
請
に
お
け
る
理
論
的
暁
階

=
一
、
現
象
分
析
に
白
け
る
方
法
論
的
依
陥

四
、
本
質

E

現

象

豆
、
類
型
化
的
概
念

大
、
類
型
化
自
寅
例

七
、
類
型
佑
控
の
特
宜
主
限
界
貼

事
七
十
五
容

(1) 

こと
u 

~ ノ、
七

津
帯
主
盟

ノ1

柴

蔵

私
は
京
演
、
東
京
都
内
墓
束
、
一
二
島
、
沼
津
、
潰
松
地
区
に
h
d

け
る
機
械
器
具
工
業
を
中
心
と
せ
る
、
下
請
工
業
資
態
調
査
に
従
事

す
る
棋
舎
を
得
た
。
は
じ
め
理
論
的
研
究
に
の
み
閉
ぢ
償
っ
て
い
た
私
に
と
り
、
こ
の
調
査
は
車
に
現
象
界
に
劃
す
る
観
野
を
輿
え
た



に
止
主
ら
ず
、
自
己
の
現
在
ま
ぞ
の
研
究
方
法
に
濁
す
る
反
省
の
機
舎
を
主
興
土
、
更
に
研
究
+
刀
法
自
胞
に
も
鵡
換
を
儀
儀
な
く
苦
し

め
た
割
期
的
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
っ
た
。
こ
の
縛
換
の
核
心
を
な
す
の
が
こ
こ
に
提
出
せ
る
「
下
請
工
業
分
析
に
お
け
る
類
型
化
法

の
援
用
」
て
あ
り
、
同
時
陀
モ
乙
に
涜
れ
る
方
法
論
的
思
考
で
も
あ
る
。
私
は
一
般
的
理
論
研
究
は
も
と
よ
り
、
特
に
法
論
研
究
に
つ

い
て
漢
事
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
に
所
信
を
表
明
せ
ん
と
す
る
の
は
、
一
つ
に
は
自
己
の
研
費
途
上
の
旦
程
標
と
し
、
ま
た
一
つ

に
は
現
在
迄
行
な
は
れ
、
ま
た
行
は
れ
つ
つ
あ
る
一
般
白
研
究
方
法
に
謝
す
る
疑
問
か
ら
て
も
あ
る
。
不
勉
強
と
誤
解
の
賠
は
諸
先
事

の
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
思
号
。

私
が
調
夜
中
に
接
し
た
人
々
か

b
、
私
の
研
究
に
射
し
て
投
げ
ら
れ
た
の
は
、
研
努
に
封
ず
る
否
定
的
を
不
信
の
言
葉
で
あ
っ
た
ο

私
自
身
の
研
究
方
法
に
封
す
る
反
省
も
こ
己
か
ら
始
ま
っ
た
白
て
あ
る
。

「
簡
単
校
の
先
生
遣
が
頭
の
中
ゼ
難
し
い
こ
と
を
考
え
て
も
私
達
の
佼
に
立
ち
ま
せ
ん
、
あ
れ
は
理
論
の
た
め
の
理
論
で
す
。
そ
れ
よ

り
も
工
場
の
中
へ
入
り
込
ん
て
み
る
こ
と
て
す
ね
。
」
(
某
祉
幹
部
)
「
い
ろ
h
ろ
専
門
書
を
讃
み
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
疑
問
た
の

は
あ
白
人
達
が
本
営
に
質
態
を
知
っ

τ
hる
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
資
態
を
知
ら
ず
に
書
か
れ
て
は
、
同
一
一
割
象
を
扱
っ
て
も
私
達
の

仕
事
白
役
に
は
立
ち
ま
せ
ん
。
」
(
某
企
業
診
断
員
)
こ
れ
ら
の
言
葉
は
理
論
研
究
者
が
常
に
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
に
過

ぎ
な
い
て
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
封
し
て
私
達
は
如
何
に
答
へ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
理
論
こ
と
に
本
質
論
が
質
務
、
政
策

と
し
て
直
接
役
立
ち
得
怠
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
怠
い
と
し
て
も
、
一
般
の
不
信
、
無
用
の
撃
に
謝
し
て
「
こ
の
よ
う
な
研
究
は
そ
れ

註
ー

た
わ
J
K
抽
象
的
た
形
を
も
っ
て
展
開
宮
れ
る
こ
L
し
も
止
む
を
得
た
い
」
と
言
い
切
ワ
て
絡
う
己
と
は
出
来
な
い
。
た
ぜ
左
ら
ば
、
モ
こ

に
は
想
論
的
研
四
百
方
法
そ
の
も
の
に
謝
す
る
根
本
的
疑
惑
検
索
朴
在
感
情
て
現
わ
し
た
も
の
が
在
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
私
自
身
、
自

己
の
研
究
方
法
に
謝
す
る
反
省
の
結
果
、
木
質
論
の
英
し
い
高
踏
化
、
抽
象
化
、
純
粋
化
は
研
賓
白
由
来
が
著
し
く
質
践
的
要
求
か
ら

ド
語
工
業
分
析
に
劃
す
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

二
八
八

第
主
鵠

九



下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

起
っ
た
こ
と
を
考
へ
る
時
、
理
論
は
そ
白
期
待
に
反
し
て
は
い
左
H
か
、
抽
象
的
木
質
論
争
は
無
用
左
も

D
f
は
た
い
か
‘
理
論
は
如

何
に
寅
時
閣
に
役
立
ち
得
た
か
、
現
在
白
木
質
論
D
中
に
現
象
と
弟
離
し
た
要
素
を
内
包
し
て
い
な
い
か
、
等
々
白
疑
問
が
起
つ
一
た
。
と

第
七
十
五
巻

一
六
九

第
五
皆

四
O 

れ
は
と
り
も
直
吉
ず
本
質
論
の
現
象
か

b
D
霜
階
、
寅
践
と
理
論
と
白
無
関
蓮
性
、
に
封
し
愛
せ
ら
れ
る
も
の
に
他
な
ら
左
い
。
縫
っ

て
私
達
の
研
努
に
と
り
ま
ず
必
要
左
己
と
は
、
己
れ
ら
の
疑
問
を
如
何
に
解
決
す
る
か
、
と
い
う
己
と
か
ら
再
出
護
吐
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
へ
る
に
至
っ
た
白
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
疑
問
。
具
購
的
出
現
様
相
を
下
請
工
業
白
木
質
論
、
現
象
分
析
方
法
論
の
ご
側
面
か
ら
検
討
す
る
。

註

-

藤
田
被
=
一
伊
東
岱
官
絹
「
中
小
工
業
の
本
質
」

1
頁

一
、
私
濯
が
下
請
工
業
を
論
ず
る
場
合
、
そ
と
に
必
ず
暗
献
の
中
に
、

一
定
の
一
前
提
保
件
を
是
認
し
合
っ
て
い
る
。
例
員
ば
牛
尾
翼

謹
氏
は
、
問
屋
制

l
下
請
制
関
係
を
成
立
さ
せ
る
真
白
根
搬
に
付
元
方
安
本
に
お
け
る
不
襲
固
定
資
本
の
相
封
的
不
足
、
同
下
請
業
者

の
資
本
白
劣
勢
、
第
働
保
件
の
劣
悪
性
、
国
雨
者
間
白
費
木
構
成
上
の
一
不
均
等
社
ど
を
轟
げ
て
い
る
。

(許
1
)

更
に
伯
白
著
者
に
も
、

「
工
業
資
本
が
主
導
す
る
下
請
制
の
一
場
合
に
あ
っ
て
も
:
む
し
ろ
不
況
時
に
治
け
る
費
木
の
固
定
化
へ
の
警
戒
、
需
給
慶
動
に
謝

詫
2

す
る
調
節
と
低
コ
ス
ト
え
の
要
求
、
あ
る
加
は
附
労
働
運
動
K
劃
す
る
回
慮
の
回
避
等
が
主
た
要
因
と
た
っ

τい
る
o
」
と
い
う
ロ

し
か
し
か
く
の
如
き
が
下
請
制
の
基
盤
と
す
れ
ば
、
多
く
白
論
者
が
下
請
、
一
冗
方
聞
の
岸
産
技
術
的
関
連
性
に
よ
り
下
請
制
を
問
屋

制
か
ら
区
分
し
て
い
る
事
買
を
見
る
時
、
木
質
論
は
そ
の
根
擦
を
異
質
的
前
提
か

b
理
論
構
成
を
展
開
せ
し
め
て
い
る
と
い
え
る
の
で



は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
反
射
に
、
藤
田
敬
=
一
氏
の
如
く
、
下
請
工
業
争
商
業
資
本
の
最
高
支
配
形
態
と
し
「
元
労
ヱ
揚
の
購
買
部
の
商
業
費
本
的
性
格

註
3

と
、
問
屋
資
本
の
商
業
資
本
的
悦
格
と
の
聞
に
、
本
来
そ
の
差
別
を
認
め
る
べ
者
'
理
由
は
た
い
じ
と
い
う
が
如
き
理
論
に
も
讃
成
し

難
加
。
そ
の
理
由
は
決
の
一
一
貼
ぞ
あ
る
。

付
生
産
技
術
上
の
開
蓮
'
佐
世
無
視
し
、
下
請
工
業
成
セ
の
根
擦
に
商
業
資
本
的
性
格
を
持
ち
来
る
こ
と
は
、
雨
者
聞
に
治
げ
る
吐

曾
分
業
強
展
の
占
め
る
生
産
力
的
意
義
主
浪
却
し
た
も
の
で
あ
り
、
回
開
史
的
事
買
を
無
視
せ
る
も
の
で
あ
る
己
と
は
既
に
立
寄
せ
ら
れ

珪
4

て
い
る
。

仲
間
屋
制
、
下
請
制
の
匡
分
規
準
の
主
要
を
一
つ
は
、
一
冗
完
工
場
に
上
る
債
値
牧
奪
が
生
彦
、
流
通
の
い
づ
れ
に
よ
る
か
、
に
よ

p
決
せ
ら
れ
る
己
と
を
考
へ
れ
ば
、
氏
の
場
合
債
値
股
奪
行
程
合
流
遁
過
程
に
の
み
置
く
根
操
の
存
在
が
論
者
せ

b
れ

τ
い
た
い
。

三
、
第
一
の
黙
を
無
視
し
て
も
問
屋
制
、
下
請
制
の
直
人
貯
規
準
の
非
明
瞭
性
が
問
題
と
た
る
。
即
ち
雨
者
間
の
異
質
性
の
存
在
筒
斯

に
つ
い
て
て
あ
る
。

例
え
ば
小
宮
山
塚
一
一
氏
は
「
支
配
者
が
問
屋
或
は
商
業
費
本
、
職
出
貿
易
資
本
、

聖
芸
大
て
業
或
は
工
業
資
本
た
る
場
合
(
下
請
制
ナ
薪
)
」
と
閥
者
聞
の
資
本
白
機
能
の
相
遣
に
直
分
基
準
を
置
く
。

百
貨
庖
資
本
た
る
場
合
(
問
屋
制
エ
業
)
」
と
支

勿
論
こ
の
一
分
類
基
準
は
概
念
的
、
理
論
的
院
は
理
解
出
来
る
が
、
賓
際
上
、
分
類
せ
ん
と
す
る
時
に
大
空
社
疑
問
陀
逢
着
す
る
。
そ

れ
は
資
本
心
機
能
は
多
面
的
性
格
を
持
ち
、
濁
流
通
市
場
、
謝
下
請
強
注
口
問
、
割
下
請
工
業
支
阻
方
法
、
劉
生
産
行
稗
、
等
白
劉
品
部
分

野
、
分
析
視
角
、
分
析
方
法
に
よ
り
そ
の
機
能
を
費
じ
同
一
て
は
な
い
。
縫
っ
て
高
度
の
抽
象
理
論
に
は
止
も
角
、
賢
際
vト
L

の
百
分
基

準
K
は
不
可
能
で
あ
る
。
前
越
の
藤
田
氏
自
商
業
資
本
機
能
の
重
硯
も
己
の
多
雨
的
怯
格
に
樹
す
る
調
解
の
紋
如
か
ら
生
じ
た
も
の
ぞ

下
請
工
業
舟
析
に
封
ず
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

三
七
O

第
五
臨

四



下
請
エ
業
分
析
に
劃
す
る
試
論

ω

第
七
十
五
告

七

第
五
践

四

あ
ろ
う
。

藤
田
氏
の
分
類
基
準
は
下
請
業
者
南
か
ら
が
機
械
、
電
動
力
、
賃
野
働
者
を
結
合
す
る
と
い
う
「
資
本
家
的
性
格
」
を
有
す
る
か
、

当

2
6

或
は
単
左
る
賃
勢
働
者
的
段
階
に
止
古
る
か
に
よ
り
、
前
者
を
下
請
制
、
後
者
b
z
問
屋
制
工
業
と
h
h
h
J
O

己
白
区
八
伊
基
準
も
賢
際
上
無
責
味
で
あ
ろ
う
。
友
世
ー
な
ら
ば
日
本
白
一
封
建
制
度
の
礎
搾
は
祉
曾
制
度
の
隅
々
に
及
び
、
モ
れ
を
基
盤

と
し
て
下
請
工
業
が
成
立
し
て
い
る
以
上
、
モ
己
か
ら
「
資
本
家
的
性
格
」
を
抽
出
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
は
自
己
撞
着
て
あ
り
、
逆
説
的

に
H
え
ば
「
資
本
家
的
性
格
」
の
快
如
せ
る
も
の
が
下
請
工
業
て
あ
る
と
い
へ
、
ま
た
た
と
え
分
類
可
能
な
り
と
し
て
も
、
そ
れ
は
私

達
が
普
還
問
題
と
す
る
下
請
工
業
と
は
遥
か
に
縁
遠
い
性
格
を
持
ち
、
モ
己
に
は
遁
常
概
余
と
は
杢
く
別
箇
な
も
の
が
存
在
す
る
と
い

え
る
。ま

た
牛
尾
翼
盛
氏
は
次
白
如
〈
直
分
す
る
。

一
、
生
慶
過
程
を
話
ず
る
産
業
資
本
機
能
に
よ
る
償
値
収
奪
!
下
請
制
支
配

5
7
 

二
、
流
諭
過
程
を
遁
ず
る
産
業
資
木
的
機
能
に
よ
る
債
値
牧
奪

l
問
屋
制
支
配

こ
の
公
式
は
小
官
民
の
規
準
と
近
似
し
て
い
る
と
は
い
え
、
分
類
基
準
を
債
値
牧
奪
過
程
の
桶
遣
に
お
い
た
己
と
は
原
則
的
に
王
し

い
。
し
か
し
こ
れ
も
高
度
に
抽
象
的
で
あ
り
賢
際
分
析
上
用
い
る
己
と
は
出
来
な
い
。

， 

結
局
い
づ
れ
の
分
類
に
よ
っ
て
も
、
概
命
的
、
抽
象
的
に
の
み
可
能
で
あ
る
が
1
1
l
私
に
は
多
く
の
疑
問
が
存
在
す
る
が

|
lそ
れ

以
上
は
何
も
奥
へ
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
、
本
質
論
中
に
治
け
る
各
種
概
念
規
定
の
現
象
K
劃
す
る
非
委
営
性
に
つ
い
て
て
あ
る
。

た
と
え
ば
己
こ
に
い
く
つ
か
の
「
下
請
工
業
」
概
念
を
引
用
し
て
み
よ
う
。



右
の
三
者
(
遁
常
部
晶
購
入
費
、
直
接
材
料
費
、
間
接
材
料
費
)
の
う
ち
か
ら
部
品
購
入
費
を
も
っ
て
外
註
費
と
し
・
・
・
・
己
の

部
品
購
入
晶
ヱ
場
士
も
っ
て
外
語
工
場
(
下
請
工
場
)
と

Ldo

(→ 

工
業
資
本
が
生
産
遁
程
上
回
関
連
性
に
お
hv

て
生
産
白
一
部
、
ま
た
は
全
部
在
中
小
工
場
に
権
首
さ
寸
る
場
合
を
h
v
h
r
、
そ
れ

が
車
た
る
外
註
と
直
別
さ
れ
て
下
請
工
場
と
呼
ば
れ
る
白
は
、
護
註
者
た
る
大
工
場
に
濁
し
て
受
註
者
た
る
中
小
工
業
が
従
属
的
な
立

設

9

場
に
あ
る
こ
と
陀
基
く
。

七ヰ

機
械
器
具
エ
場
て
下
請
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
む
う
ち
か

b
単
な
る
外
註
或
は
注
文
生
産
を
除
吉
、
下
請
工
業
(
賢
義
)
或
は

下
請
生
産
の
与
を
問
題
と
す
れ
ば
足
り
る
で
あ
恒
刊
。

か
〈
の
如
き
概
念
規
定
の
雑
多
性
は
、
理
論
的
概
念
規
定
と
現
象
と

ω背
離
と
し
て
、
決
の
如
吉
例
に
も
現
わ
れ
て
い
司
h
u
o

付
「
生
産
行
程
上
の
開
蓮
性
」
と
い
う
場
合
、
外
業
部
臼
商
業
資
本
的
運
用
と
の
匡
介
規
準
は
設
定
不
可
能
で
あ
る
。
部
品
購
入

と
一
般
加
工
(
生
産
過
程
、
流
通
過
程
)
と
の
直
分
は
決
定
的
相
蓬
鮪
て
は
友
い
E
と
は
小
部
品

ω委
託
加
エ
(
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
、

バ
ネ
類
等
)
に
も
み
ら
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。

主
-

M
H

「
工
程
の
部
分
的
阜
商
」
と
い
う
場
合
、
そ
の
範
園
が
質
的
比
重
か
、
量
的
比
重
で
あ
る
か
、
或
は
如
何
怠
る
部
分
ま
で
を
主

導
的
掌
握
と
い
え
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
(
特
に
新
問
屋
制
エ
業
の
場
合
に
問
題
と
な
る
)

同制

「
下
請
工
場
は
産
業
資
本
家
白
諸
保
件
を
十
分
に
備
へ
左
が
ら
も
な
お
大
工
業
に
謝
し

τ従
属
者
と
℃
現
は

L
P」
と
ゅ
う
場

合、

一
般
概
念
の
下
請
工
場
は
該
首
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
藤
田
氏
に
向
け

b
れ
た
と
同
じ
己
と
が
こ
こ
て
も
い
え
る
。

「
包
括
褒
註
」
は
債
値
牧
奪
行
催
が
生
産
、
流
通
の
い
づ
れ
か
に
よ
っ
て
行
な
は
れ
る
か
不
明
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
は
己
れ
b
の
例
に
止
ま
b
ず
、
組
ゆ
る
筒
蕗
に
溢
れ
、
理
論
は
常
に
時
と
虞
に
よ
る
慈
意
的
な
抽
象
的
概
念
規
定
か
ら

同

下
請
工
業
分
析
に
封
す
る
試
論

ω

七

囚

第
五
器

第
七
十
五
春



下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

構
成
ぎ
れ
て
い
る
。

第
七
十
五
巷

七

第
五
按

四
回

回
、
以
上
の
快
陥
を
逼
じ
て
み
ら
れ
る
本
質
論
白
根
本
的
侠
陥
は
、
理
論
白
拍
象
化
が
現
象
理
解
に
役
立
ち
得
な
い
程
高
踏
化
し
て

い
る
馳
に
鶴
着
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

勿
論
私
、
も
本
質
論
の
持
つ
本
質
的
抽
象
性
の
意
義
と
、
現
象
分
析
に
罰
す
る
理
論
的
役
割
白
重
要
性
は
認
め
る
が
、
同
時
に
そ
の
登
生

装
盤
が
賢
践
的
要
求
て
あ
る
己
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
自
己
矛
盾
て
は
な
い
。
在
ぜ
な
ら
ば
、
依
陥
の

存
在
箇
所
は
本
質
の
安
明
が
宿
命
た
る
抽
象
性
を
背
負
っ
て
理
論
の
純
化
に
進
む
己
と
に
船
出
し
て
反
則
剖
す
る
も
の
で
悲
く
、
そ
れ
が
登

往
恭
盤
か
ら
遊
離
し
て
、
同
そ
白
調
立
性
を
主
張
し
、
理
論
の
純
化
過
程
が
笠
践
と
の
聞
に
越
え
難
い
断
屠
を
よ
り
一
屠
諮
り
つ
つ
あ
る

己
と
が
閑
顕
で
あ
り
、
理
論
研
質
者
は
と
も
す
れ
ば
、
「
我
々
の
問
題
と
す
る
機
械
器
具
の
下
請
生
産
に
沿
い
て
工
業
費
本
の
活
動
と
い

註
羽

う
よ
り
寧
ろ
大
工
場
の
商
業
的
理
由
に
よ
る
中
小
工
業
の
支
配
が
甚
だ
有
力
な
の
で
あ
る
。
L

「
概
念
的
に
は
か
〈
限
定
し
て
も
賓
際

誌
耳

上
、
外
註
と
下
請
と
の
匿
別
が
必
ず
し
も
明
確
で
左
い
の
は
止
む
を
待
恋
い
。
」
と
い
い
、
本
質
と
現
象
問
白
断
層
を
認
め
去
が
ら
も
、

そ
れ
を
埋
め
る
努
力
を
怠
白
、
現
象
か
ら
遊
離
し
た
本
質
論
を
展
開
し
て
い
る
事
買
を
指
関
さ
れ
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註
(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

牛
尾
虞
誼
著
「
中
小
企
業
論
」
ニ
二
六
頁
。

中
小
企
業
廓
編
「
中
小
企
業
の
位
置
k
問
題
貼
」
九
大
頁

u

賠
尚
一
ト
編
「
中
小
工
業
。
本
質
」
一
二
八
頁
。

抱
抽
間
前
提
王
三
五
、
一

O
四
頁
。

小
宮
山
探
二
審
「
日
本
中
小
工
業
研
究
」
七
頁
。

「
担
湾
事
雑
誌
」
一

O
l
一
一
。
四
八
頁
。

牛
尾
氏
前
掲
書
ニ
三
O
頁。

側仰~) (lD (10) (9)仰)

中
小
企
業
風
編
「
自
動
耳
エ
業
下
請
貴
強
調
査
」
=
一
頁
。

中
小
企
業
鹿
編
「
中
小
企
業
の
位
置
ー
と
問
題
貼
」
九
六
頁
。

小
宮
山
氏
著
前
掲
三
二
頁
。

同

一

O
頁。

同

一

一

頁

。

同

三

一

頁

n



一
、
分
析
方
法
に
島
け
る
量
的
把
握
方
法
の
比
重
D
優
位
性
に
つ
い
℃
。

本
質
論
争
中
白
論
議
の
一
つ
は
本
質
把
握
方
法
の
量
的
、
質
的
把
握
方
法
D
有
用
性
。
優
劣
に
つ
H
て
行
な
は
れ
て
い
る
が
、
現
象

分
析
に
お
H
て
は
、
無
保
件
に
量
的
把
握
方
法
が
優
位
を
占
め
て
h
る
。
即
ち
一
般
官
会
願
統
計
を
別
と
せ
る
専
門
調
査
陀
b

h
て
も
、

外
註
依
存
度
、
部
門
別
工
場
数
、
規
模
別
分
類
、
受
話
率
、
従
業
員
数
等
白
如
き
量
的
把
握
方
法
に
依
存
し
て
H
る
。
勿
論
、
量
的
把

註
1

握
か
ら
質
的
傾
行
を
抽
出
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
な
お
且
つ
質
的
規
定
K
お
け
る
本
質
論
の
視
角
の
相
達
、
規
定
酎
象
範
園
の

技
術
的
狭
降
性
よ
り
す
る
快
陥
が
あ
り
、
更
に
と
も
す
れ
ば
量
的
部
面
の
異
質
性
の
無
醜
に
堕
す
る
危
険
怯
が
あ
る
。
従
っ
て
量
的
把

握
の
不
可
能
な
分
野
に
お
い
て
は
、
元
方
、
下
詰
問
の
質
的
関
蓮
性
を
量
的
に
把
揺
す
る
+
刀
法
を
援
用
す
べ
き
で
あ
る
。

ご
、
分
析
用
具
白
貧
困
性
に
つ
い
て
。

複
雑
多
岐
な
現
象
を
呈
す
る
下
請
工
業
白
分
析
に
謝
し
て
、
少
数
の
特
殊
な
側
面
か

b
分
析
、
接
近
ぜ
ん
と
す
る
と
と
は
、
主
観
的

分
析
方
法
と
た
る
お
そ
れ
が
あ

p
、
客
相
耐
性
一
世
持
た
ん
が
た
め
に
出
来
る
限
り
客
観
的
に
多
面
的
左
分
析
方
法
を
取
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
モ
れ
は
決
し
て
各
側
面
白
重
要
度
の
相
遣
を
無
腕
喧
る
多
面
性
の
優
位
の
み
を
可
と
す
る
も
の
一
て
は
な
い
こ
と
は
営

然
て
あ
る
。

=
一
、
現
象
分
析
に
劃
す
る
本
質
の
論
直
接
侵
入
の
危
険
性
に
つ
い
て
。

現
象
分
析
の
根
底
に
そ
の
本
質
の
理
解
と
把
握
が
必
要
ぜ
あ
る
こ
と
は
営
然
て
あ
る
が
、
従
来
の
介
析
は
本
質
論
が
先
行
し
解
答
を

改
定
し
、
そ
れ
陀
従
属
し
て
現
象
分
析
が
行
な
わ
れ
た
傾
向
が
あ
る
か
の
如
く
み
ら
れ
、
現
象
分
析
の
重
要
性
と
モ
の
意
義
に
罰
し
て

下
請
エ
業
分
析
に
劃
す
る
試
論

ω

第
七
十
主
巻

七
四

第
王
鶴

四
五



下
請
エ
業
分
析
に
謝
す
る
試
論

ω

第
七
十
王
谷

三
七
五

第
五
鴎

図
式

認
識
不
足
ゼ
あ
り
、
閏
己
白
木
質
論
に
遮
合
せ
る
資
料
、
特
質
の
施
集
に
努
め
、
不
完
全
な
現
象
分
析
は
本
質
論
か
ら
す
る
理
論
佑
(
説

明
)
に
よ
り
補
充
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
こ
の
快
陥
は
と
も
す
れ
ば
理
論
化
が
自
己
の
高
略
化
せ
る
本
質
請
の
み
を
紳
霊
化

し
、
現
象
と
の
同
に
横
た
わ
る
断
居
世
埋
め
な
h
、
と
い
う
本
唐
F命
者
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
怠
慢
性
の
現
は
れ
て
あ
り
、
本
質
論
か

ら
不
完
全
な
経
路
に
よ
り
現
象
に
近
付
か
ん
と
す
る
特
質
的
快
陥
て
も
あ
る
。

四
、
本
質
現
象
問
D
過
程
的
把
握
方
法
白
依
如
に
つ
い
て
。

現
象
分
析
は
単
に
現
象
を
何
等
か
の
統
一
基
準
に
主
り
分
類
整
理
す
る
だ
け
で
は
そ
の
任
務
は
達
L
縛
悲
い
。
た
ぜ
在
ら
ば
木
質
が

現
象
と
し
て
の
表
現
を
と
る
に
は
、
モ
の
聞
に
過
程

9
8
2切
る
が
存
在
し
、
私
達
の
研
究
も
こ
の
謝
象
を
見
逃
す
こ
と
は
ゼ
き
主
い
。

即
ち
本
質
が
如
何
な
る
機
構
と
作
用
に
よ
っ
て
現
象
と
た
る
か
と
い
う
過
程
把
握
の
課
題
が
あ
る
。
士
山
し
私
達
が
現
象
分
析
を
遁
程
分

析
に
ま
で
準
め
る
己
と
が
由
来
な
け
れ
ば
、
木
質
と
現
象
を
交
流
せ
し
め
る
己
と
が
て
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
過
程
分
析
は
本
質
、
現

象
聞
の
煤
介
の
役
割
り
を
去
す
重
要
た
も
の
ぞ
あ
る
。

五
、
分
析
擦
鮪
心
開
蓮
的
基
盤
の
依
如
に
つ
い
て
。

下
請
エ
業
の
本
質
は
元
方
、
一
「
詰
聞
の
闘
蓮
性
か
ら
建
生
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘

b
ず
、
従
来
の
分
析
方
法
は
、
分
析
の
封
象
を

関
連
位
の
外
廓
に
し

τ制
約
保
件
た
る
側
面
に
D
み
金
き
、
そ
こ
か
ら
本
質
を
耐
声
明
吐
ん
と
し
て
い
た
。
絞
っ
て
分
析
分
野
、
深
度
は

局
限
さ
れ
不
完
全
化
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
し
か
し
本
営
は
こ
れ
と
反
謝
に
、
分
析
の
操
鮪
を
爾
者
の
闘
蓮
性
モ
白
も
の
に
中
心
を

置
く
，
へ
き
ゼ
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。

以
上
理
論
的
技
術
的
飲
陥
を
い
く
つ
か
抽
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
己
の
依
脱
出
は
各
側
面
毎
に
切
除
し
て
解
決
で
き
る
性
質
の
も
の
で

は
在
い
。
た
ぜ
な

b
ば
雨
者
は
同
一
誤
謬
の
各
側
面
k
b
け
る
露
呈
ゼ
あ
り
、
そ
の
超
克
は
理
論
と
技
術
、
本
質
と
現
象
と
の
相
互
D



統
一
的
検
討
に
よ
っ
て
の
み
解
決
の
誼
は
示
さ
れ
る
か
ら
ゼ
あ
る
。

註
1

日
杉
競
著
「
下
請
工
業
論
」
-
一
二
一
一
貝
参
照
の
己
と
。

四

本
質
究
明
の
登
端
は
、
或
る
現
象
が
現
在
ま
ぞ
の
理
論
て
は
理
解
が
不
可
能
と
な
っ
↑
た
時
に
始
ま
る
c

若
し
現
在
迄
の
理
論
が
現
象

に
封
し
て
客
観
的
に
是
認
さ
れ
る
解
揮
を
興
へ
て
い
る
左
ら
、
そ
こ
に
は
「
何
を
な
す
べ
き
か

44呂
田
。
4
自
己
と
い
う
と
と
だ
け
が

己
の
問
題
D
提
起
に
到
し
て
は
、

時間つ

τ
い

る

の

み

で

あ

ろ

う

。

各

人

各

様

の

分

析

方

法

に

よ

り

、

が
、
本
質
は
て
き
る
限
り
の
純
粋
さ
を
求
め
ら
れ
る
た
め
K
、
一
冗
来
本
質
の
表
現
て
あ
る
現
象
、
は
本
質
と
全
く
臭
っ
た
様
相
ゼ
日
現

す
る
。
し
か
し
雨
者
は
表
現
の
相
謹
に
も
拘
ら
ず
、
同
一
物
の
抽
象
化
、
具
煙
化
と
い
う
護
生
筒
所
由
過
程
の
相
遣
に
過
ぎ
た
い
も
白

種
々
た
本
質
論
が
提
出
さ
れ
る

で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
こ
れ
ゼ
解
決
さ
れ
た
の
で
ほ
た
い
o

第
一
段
階
白
終
了
し
た
も
の
に
し
か
遁
ぎ
た
い
、
最
ぜ
な
b
多
数
点
本

質
論
の
中
か
ら
員
の
木
質
を
撰
出
せ
れ
ば
左

b
た
い
か

b
イ
あ
る
。
苦
し
貨
の
本
質
て
な
い
も
の
が
あ
る
と
す
h
ば
、
モ
担
は
申
た
る

現
象
白
椴
僚
に
過
ぎ
た
い
も
の
ぞ
、
現
資
自
要
請
に
役
ち
得
な
い
円
空
論
て
あ
る
。
己
の
正
、
否
白
判
決
は
現
象
そ
の
も
の

K
Z
つ
て
の

み
検
設
さ
れ
特
る
も
の
で
あ
る
。
己
の
検
詮
は
本
質
を
現
象
に
還
元
せ
し
め
る
過
程
忙
一
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
拍

品
部
よ
り
具
樫
」
へ
の
過
程
の
行
左
は
れ
左
い
も
白
は
車
な
る
恩
来
の
産
物
た
る
路
印
を
押
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
こ
と
で
疑
問
に
思
う

の
は
、
一
般
的
に
本
質
分
析
に
射
し
て
非
常
な
精
力
が
注
が
れ
る
反
田
、
モ
の
検
詮
の
一
過
程
ほ
等
閑
説
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
結
果
、

理
論
D
抽
象
化
は
そ
の
僅
弱
開
化
と
な
っ
て
現
は
れ
て
い
る
。
縫
う
て
従
前
の
本
質
論
の
最
大
紋
陥
は
、
理
論
白
抽
象
怯
て
た
く
、
本

質
の
正
、
否
の
橡
詮
を
「
抽
象
白
世
界
」
ゼ
無
意
味
に
闘
わ
せ
て
い
た
己
と
に
あ
り
、
そ
の
一
の
依
陥
除
去
白
た
め
に
は
、
営
然
、
本
質

下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

一
七
民

第
五
日
臨

四
七



下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

七
七

第
五
鵠

四
/、、

を
現
象
に
還
元
す
る
遁
程
に
沿
い
て
豊
か
た
批
判
白
光
を
注
ぐ
現
象
介
析
と
そ
、
本
質
と
現
象
、
理
論
と
賢
務
の
霜
離
を
埋
め
る
唯
一

の
手
段
と
し
て
用
い
ら
↑
れ
る
べ
主
で
あ
り
、
こ
の
過
程
か
ら
本
質
は
更
に
純
化
#
ら
れ
、
高
度
山
目
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
邸
ち
一
煩
を

厭
わ
ず
挽
言
す
れ
ば
、
本
質
と
現
象
の
雨
者
は
現
象
分
析
の
一
過
程
は
、
一
方
に
h

担
い
で
理
解
不
可
能
た
現
象
に
現
解
を
輿
え
る
と
共
に
、

ま
た
一
方
に
お
い
て
は
、
本
質
論
に
封
ず
る
批
判
と
純
強
化
の
一
一
つ
の
任
務
を
同
時
に
果
す
も
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
従
前
の
本
質
論
に
お
け
る
高
踏
的
自
己
満
足
性
の
献
陥
は
、
現
象
分
析
の
本
質
論
に
封
ナ
る
役
割
の
加
何
た
る
も
の
か

を
淡
却
し
、
本
質
分
析
を
現
象
分
析
よ
り
優
位
た
も
の
と
み
た
し
、
現
象
分
析
を
単
に
補
助
的
役
割
を
果
ナ
が
如
く
軽
闘
す
る
ζ

と
に

由
旅
L
、
そ
の
た
め
現
象
分
析
は
常
に
不
完
全
社
形
式
的
整
理
の
段
階
に
止
ま
っ
て
h
た
の
で
は
な
い
ゼ
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
本
質
安

明
に
謝
す
る
努
力
が
現
象
分
析
に
同
様
注
力
を
も
づ
て
注
が
れ
る
己
と
が
必
要
ぜ
あ
る
。
し
か
し
か
つ
て
の
分
析
方
法
に
お
い
て
は
乙

れ
を
求
め
る
こ
と
は
、
前
述
世
る
如
く
困
難
で
あ
り
、
こ
の
本
質
論
と
現
象
と
の
断
居
を
埋
め
る
た
め
に
組
来
の
介
析
方
法
士
補
強
す

ベ
〈
用
い
る
の
が
「
類
型
化
法
」
に
よ
る
分
析
方
法
て
あ
る
。

五

以
上
回
章
を
遁
じ
て
興
え
ら
れ
た
課
題
は
、
如
何
在
る
現
象
分
析
の
方
法
が
、
現
象
と
本
質
の
一
断
屠
を
埋
め
る
中
間
項
、
煤
介
四
日
と

な
り
う
る
か
と
い
う
と
と
て
あ
る
。

先
ず
私
達
が
「
下
請
工
業
分
析
」
と
い
う
場
合
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
車
に
、
抽
象
的
に
百
大
資
本
に
主
る
下
請
工
場
の
債
値
牧
奪
遁

程
の
抽
象
的
理
論
的
定
義
づ
け
も
な
け
れ
ば
、
一
言
葉
の
綾
の
組
立
て
も
友
い
、
斗
ま
し
て
世
界
観
論
争
を
生
地
の
侵
出
し
て
叫
ぶ

ι
と
ぞ

も
な
い
。
公
式
論
酌
定
義
づ
け
と
無
意
味
な
本
質
論
宰
は
そ
の
理
論
の
玉
営
性
を
客
観
的
に
詮
明
す
る
乙
と
は
て
き
た
い
、
あ
る
の
は



次
元
の
一
相
還
に
よ
る
怪
し
な
き
併
行
線
て
あ
る
。
私
達
に
と
づ
て
重
要
な
も
の
は
寧
ろ
具
煙
的
に
下
請
工
業
が
如
何
な
る
祉
舎
経
済
構

誼
を
持
ち
、
如
何
托
作
用
し
、
如
何
左
一
柾
世
舎
闘
係
を
形
成
し
て
〕
悼
?
ドγ句

自

1

ろ
う
。
己
れ
は
士
宮
師
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
私
に
と
っ
て
重
要
↓
な
こ
と
は
、
モ
の
方
法
論
が
誰
に
よ
っ
て
唱
へ
ら
れ
た
か
ず
な
く
、

誰
白
調
諭
が
最
も
正
し
く
現
象
を
説
明
白
る
か
に
あ
る
」
と
い
う
が
如
く
、
私
達
に
必
要
な
こ
と
は
本
質
究
明
そ
の
も
の
だ
け
に
あ
る

の
で
な
〈
、
現
買
に
お
け
る
本
質
の
作
用
の
理
解
、
説
明
己
そ
研
努
の
第
一
課
題
に
置
く
べ
曹
で
あ
ろ
う
。

現
象
分
析
に
治
け
る
困
難
吉
は
、
下
請
工
業
ー
の
本
質
が
元
方
、
下
請
工
場
雨
者
聞
の
賢
質
的
和
闘
々
係
に
あ
る
と
い
う
質
的
性
格
が

歴
史
、
世
曾
、
経
済
的
制
約
の
下
に
複
雑
な
肢
耀
に
彩
ら
れ
、
本
質
と
全
く
呉
っ
た
姿
態
を
も
っ
て
現
は
れ
る
己
と
に
あ
る
。

そ
れ
に
到
し
で
従
来
の
分
析
は
、
最
も
簡
単
、
且
つ
客
槻
性
を
有
す
る
量
的
把
握
よ
り
す
る
分
析
を
行
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
は
技
術

的
制
約
と
、
現
象
分
析
に
劃
す
る
騒
硯
か
ら
不
完
全
な
結
果
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
質
酌
把
握
よ
り
ナ
る
分
析
は
散
見
的
陀
行
な
わ

れ
て
は
い
た
が
、
主
観
的
要
素
混
入
の
危
険
性
が
多
く
、
複
雑
で
あ
っ
た
た
め
、
全
面
的
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
現
象
分
析
の
困
難
き
は
、
質
と
量
、
本
質
と
現
象
の
一
方
の
極
主
り
す
る
接
近
方
法
に
依
存
し
た
己
と
よ
っ
て
引
起
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
若
し
こ
こ
に
何
等
か
の
形
て
、
そ
の
い
づ
れ
に
も
扇
さ
な
い
、
第
三
一
の
中
間
的
箇
所
か
ら
接
近

す
る
方
法
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
新
し
い
分
析
方
法
が
得
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
従
前
の
分
析
に
釘
し
楠
完
の
役
割
を
果
し
得
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
と
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
筆
者
は
可
能
で
あ
る
と
考
へ
る
。
な
ぜ
な
ら
元
方
、
下
請
以
場
聞
の
相
閥
々
係

は
量
的
側
面
は
勿
論
、
質
的
側
面
に
お
い
て
も
無
定
見
に
行
な
わ
れ
て
い
る
白
て
は
左
い
、
必
ず
時
代
と
社
曾
を
反
映
し
た
一
定
白
特

質
、
型
式
を
荷
っ
た
も
白
と
し
て
現
は
れ
る
、
唯
問
題
は
相
関
々
係
が
質
的
因
子
を
含
む
限
担
量
的
把
握
と
具
り
、
主
観
的
評
債
白
差

異
護
生
の
懸
念
の
ふ
仔
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

下
請
工
業
分
析
に
謝
す
る
試
論
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し
か
し
こ
の
よ
う
た
快
黙
の
存
在
に
も
掬
ら
ず
、
な
お
客
観
的
分
析
用
具
と
し
て
役
立
ち
得
る
と
す
る
根
擦
は
、
私
達
が
日
常
舎
話

に
お
い
て
積
A

の
概
念
的
用
語
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
程
の
困
難
を
感
ず
る
こ
と
な
く
意
志
の
疎
通
を
行
っ
て
い
る
こ
と
考
へ
る
時
、

も
し
私
達
が
問
題
を
起
し
易
い
質
的
因
子
の
相
閥
々
係

1
i
一
定
の
特
質
と
型
式
を
荷
っ
た

1
ー
を
出
来
る
限
り
一
般
に
受
入
れ
b
れ

や
す
い
型
の
も
心
と
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
質
的
因
子
に
つ
い
て
評
債
の
相
還
を
論
ず
る
こ
と
た
く
、
一
般
の
曾
話
に
用
い
る
と
同

様
に
こ
の
要
素
を
相
互
い
の
分
析
用
具
と
し
て
共
有
て
き
る
て
あ
ろ
う
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
た
要
素
は
質
的
性
格
主
も
ち
、

一
定
の
型
(
-
H
ぜ
宮
)
と
し
て
整
理
基
準
に
従
っ
て

在

b
客
観
的
に
も
是
認
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
た
要
素
を
、

分
類
同
市
刑
わ
ぽ
、
こ
れ
士
用
い
で
分
析
白
一
結
果
と
し
て
表
現
せ
し
め
れ
ば
、
集
積
化
き
れ
ず
要
素
の
量
的
把
握
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の

量
か
ら
更
に
質
的
傾
向
を
抽
出
す
る
と
と
に
耐
へ
、
充
分
、
分
析
周
具
と
し
て
役
立
ち
得
る
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
量
的
分
析
に
比
し
て
煩
雑
、
質
的
分
析
に
比
し
純
粋
牲
を
失
う
も
ま
た
止
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
号
。

約
言
す
れ
ば
、
下
請
工
業
分
析
の
謝
象
が
元
方
、
下
請
両
者
間
の
相
関
々
係
て
あ
る
以
上
、
現
象
分
析
の
中
心
賭
を
こ
己
に
置
き
、

相
一
闘
々
係
質
的
要
素
群
を
抑
制
牝
し
集
積
せ
ん
と
す
る
が
類
型
化
法
て
あ
り
、
モ

E
H従
来
白
も
白
に
比
し
思
維
を
反
面
、
直
接
的
車
刀

直
入
酌
分
析
+
刀
法
て
も
あ
る
。

註

ω
現
、
松
商
短
大
、
前
田
喜
夫
氏
(
景
気
艶
勤
前
揺
営
)

六

前
章
に
沿
い
て
類
型
化
法
の
理
論
的
説
明
を
行
っ
た
の
て
あ
る
が
、
抽
象
的
説
明
に
よ
っ

F

て
は
理
解
困
難
で
あ
る
と
と
考
へ
、
己
巴

ゼ
は
モ
の
賢
例
を
提
示
す
る
。



類
型
化
は
ま
ず
一
元
方
、
下
請
工
場
聞
に
お
け
る
相
闘
々
係
の
制
約
保
件
を
た
す
関
係
要
素
を
抽
出
し
、
そ
の
性
格
付
け
を
行
い
、
そ

れ
に
よ
り
雨
者
白
関
係
が
如
何
様
た
も
の
ぜ
あ
る
か
を
分
析
す
る
の
ぞ
あ
る
。

類
型
化
は
第
一
段
、
二
段
、
一
一
一
段
と
細
分
化
し
て
行
く
も
の
ゼ
あ
り
、
そ
の
段
階
白
準
む
に
純
い
精
密
度
を
裸
め
て
行
く
も
白
て
あ

る。
先
ず
笠
例
を
示
せ
ば
第
一
類
型
は
次
白
如
く
行
う
己
と
が
ぞ
き
る
。

(一)

琉
産
構
謹
(
抽
出
註
品
)
類
型

購
入
品
型
加
工
品
型
特
殊
加
工
品
型

料

生
産
構
造
(
製
造
品
)
類
型

一
貫
行
程
型
綜
合
組
立
型
(
部
品
、
加
工
)
家
内
工
業
型

伺

護
註
方
法
類
型

A 

包
括
型
混
成
型
特
殊
型
(
註
1
〉

B 

指
名
型
入
札
型
混
合
型

C 

連
続
型
間
歓
型
随
時
型

(同

地
域
別
類
型

A 

近
接
型
遠
隔
型

B 

集
合
型
分
業
型
無
差
別
型

C 

特
殊
型
一
般
型

国

下
請
エ
場
類
型

A 

一
般
型
専
属
型
指
定
型

B 

都
八
7
型
綜
合
型
混
合
型

(T-;) 

系
列
類
型

直
接
型
間
接
型
累
積
(
複
合
〉
型

下
請
エ
業
分
析
忙
輯
ナ
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

ノ1、
O 

第
五
競

五



下
請
工
業
分
析
に
卸
す
る
試
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ω
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五

こ
の
第
一
段
類
型
は
更
に
細
類
型
佑
し
、
た
と
え
ば
購
入
品
を
粗
材
、
半
製
品
、
部
品
と
し
、
加
工
品
を
同
質
、
異
質
と
し
、
部
品

を
単
一
、
複
合
行
程
型
と
し
、
こ
れ
を
更
に
細
類
型
化
し
て
行
〈
の
ゼ
あ
る
。

こ
白
類
型
佑
法
は
単
に
類
型
化
と
そ
の
集
積
を
目
的
と
す
る
の
ぞ
な
く
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
類
型
群
の
様
式
分
析
と
秤
量
化
に
よ

り
、
現
象
中
の
質
全
量
的
に
把
握
し
、
質
的
傾
向
を
汲
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、
雨
者
聞
の
闘
連
性
を
把
握
理
解

4

ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る

し
か
し
己
れ
ら
類
型
を
糟
て
同
時
に
用
い
る
も
の
で
は
な
い
、
地
域
、
合
祉
、
商
品
別
の
如
く
分
析
封
象
、
目
的
、
深
度
、
保
件
に

よ
り
そ
れ
に
適
し
た
類
型
を
用
h
る
ペ
き
で
あ
り
、
分
析
白
一
半
否
は
第
一
に
類
型
の
撰
揮
D
適
否
に
掛
っ
て
円
る
と
も
?
に
る
で
あ
る

ぅ。
ま
た
類
型
は
こ
の
他
に
も
種
々
あ
り
、
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
生
産
、
生
産
力
、
歴
史
的
観
鮪
上
り
す
る
分
析
方
法
の
相
遣
に
よ
り

再
分
類
せ
ら
れ
る
が
こ
こ
ぞ
は
取
上
げ
な
い
。
他
の
機
舎
に
詳
述
す
る
議
定
て
あ
る
。

註
1

小
宮
山
氏
前
掲
書
に
お
い
ー
そ
の
商
事
は
み
r
D

れ
る
も
同
一
で
は
な
U

七

こ
こ
で
は
第
五
、
六
章
の
説
明
補
足
の
た
め
、
前
述
と
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の
特
質
と
限
界
賄
を
列
曲
部
ナ
る
。

ま
ず
特
質
士
あ
げ
よ
う
。

一
、
現
象
分
析
の
多
角
牲
に
つ
い
て
。

従
来
白
現
象
分
析
由
快
陥
の
一
つ
が
、
少
数
D
特
殊
要
素
の
撰
揮
に
よ
り
決
定
的
解
答
を
得
ん
と
し
た
た
め
、
と
も
す
れ
ば
主
親
的



分
析
に
陥
り
易
か
う
た
が
、
類
型
化
法
て
は
、
特
殊
な
一
三
一
の
特
質
に
幻
惑
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
、
ま
た
窓
意
的
た
本
質
論
か
ら
す
る

説
明
に
絡
b
ぬ
よ
う
、
多
角
的
分
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
多
角
的
、
副
正
確
性
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
、
各
類
型
の

持
ヲ
意
義
と
重
要
度
を
充
分
勘
考
し
な
い
で
モ
の
複
雑
性
に
座
倒
さ
れ
て
は
な
b
な
い
。

ご
、
現
象
分
析
範
園
白
庚
汎
性
に
つ
い
て
。

従
来
白
現
象
分
析
が
結
局
通
俗
概
念
範
固
に
妥
協
し
て
終
っ
た
己
と
は
、
現
象
が
本
質
の
モ
の
僅
の
表
現
亡
な
い
以
上
、
曽
然
て
あ

る
の
己
れ
に
謝
し
類
型
佑
法
が
現
象
分
析
か
ら
出
裂
し
、
ま
た
類
型
モ
の
も
白
が
首
初
よ
り
完
全
な
純
粋
性
を
保
持
し
得
な
い
と
い
う

理
由
に
よ

p
、
更
に
後
に
述
べ
る
が
如
き
理
由
か
ら
も
、
寧
ろ
通
俗
概
念
以
上
に
債
範
園
の
も
の
を
分
析
封
象
と
す
る
白
が
委
嘗
て
あ

り
、
必
要
て
も
あ
る
。

し
か
し
己
れ
は
決
L
亡
類
型
化
法
が
純
粋
性
を
無
閥
し
た
か
ら
で
な
く
、
各
類
型
は
出
来
る
限
り
の
純
粋
性
を
保
持
す
る
己
と
が
必

要
で
あ
り
、
謝
象
範
園
の
庚
範
園
性
は
、
狭
限
性
か

b
来
る
飲
陥
|
純
粋
性
主
保
持
せ
ん
と
す
れ
ば
本
質
論
が
介
入
し
、
ま
た
先
に
見

た
如
く
齢
制
象
分
野
が
非
常
に
狭
磁
化
す
る

l
t除
去
せ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
純
粋
性
は
類
型
化
群
D
集
積
遁
程
を
通
じ
て
高
め
ら
れ
る
。

三
、
集
積
類
型
の
複
雑
性
に
ヲ
い
て
。

類
型
佑
法
は
多
面
的
た
分
析
の
み
て
な
く
、
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
が
綜
合
化
さ
れ
、
有
機
的
関
連
性
を
有
ナ
る
も
の
と
し
て
全

樫
的
把
簡
を
行
円
、
は
じ
め
℃
モ
由
毅
呆
を
暴
げ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
質
的
側
面
の
重
要
度
の
相
達
、
保
件
間
白
評
債
の
相
違
、
類

型
聞
の
関
連
性
の
思
考
方
法
D
相
違
、
次
元
む
相
謹
侵
入
の
徐
地
D
増
加
等
々
白
困
難
が
深
ま
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
出
来
る
限
り
客
観

的
な
綜
合
判
断
が
必
要
と
せ
b
れ
る
。

回
、
こ
の
分
析
方
法
は
階
層
的
、
構
浩
的
分
析
に
重
鮪
を
置
く
。

下
請
工
業
分
析
に
持
す
る
試
前

ω

第
七
十
五
者

ノ、、

第
五
披

五



下
請
工
業
分
析
に
勤
す
る
試
論

ω

事
七
十
五
巻

=
一
八
三

第
五
坑

五
四

従
来
D
分
析
が
と
も
す
れ
ば
元
方
、
下
請
と
い
う
一
段
階
的
危
明
断
面
に
白
み
視
力
士
集
中
し
た
の
に
劃
し
、
類
型
化
法
て
は
階
居

的
、
構
造
的
分
析
に
重
黙
を
置
〈
。
な
f
な
b
ば
下
請
開
係
は
そ
白
中
に
常
に
階
居
化
さ
れ
ん
と
す
る
要
因
を
合
与
、
事
賀
多
く
の
場

合
階
居
化
し

τ現
は
れ
て
い
る
。
ま
た
モ
の
階
居
は
盟
友
る
上
、
下
の
階
居
心
み
ぜ
な
く
構
造
躍
と
し
て
有
機
的
性
格
を
も
づ
て
い
る
。

し
た
が
っ

τ
一
段
階
の
分
析
も
常
に
多
居
中
の
一
段
階
と
し
て
捉
へ
る

e

へ
き
て
あ
り
、
こ
れ
か
ら
必
然
的
に
流
遁
市
場
、
家
内
工
業
の

介
野
も
分
析
D
濁
象
範
圏
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

五
、
静
態
、
動
態
の
一
隅
分
析
を
合
む
。

類
型
化
は
勿
論
、

一
時
黙
に
お
け
る
相
閥
次
係
を
封
象
と
し

τ行
在
は
れ
る
が
、
モ
れ
は
同
時
に
動
態
的
要
因
も
A

弔
問
ひ
も
D
ぜ
あ
る
。

一
般
に
用
い
ら
れ
る
類
型
化
の
方
法
は
、
集
積
類
型
主
用
い
て
一
定
時
の
相
閥
、
ペ
係
を
性
格
付
け
、
ま
た
全
障
と
部
分
、

殊
分
野
の
如
く
比
較
封
照
す
る
。
己
の
限
り
に
於
て
は
静
態
分
析
で
あ
る
が
、
己
れ
は
決
し
て
そ
れ
に
終
始
し
て
終
う
も
の
ぞ
は
な
H
。

た
百
な
b
ば
類
型
は
時
の
経
過
に
よ
り
類
型
D
持
つ
質
的
意
義
、
類
型
え
態
そ
の
も
の
が
型
態
援
佑
を
在
す
、
こ
白
幡
世
佑
遁
程
の
把
握

は
、
と
り
も
置
さ
ず
、
相
関
々
係
白
動
態
を
表
は
す
も
り
て
あ
り
、
現
在
来
開
拓
で
は
あ
る
が
重
要
な
研
安
部
門
て
あ
る
。

一
般
と
特

つ
ぎ
に
限
界
黙
を
列
奉
ず
れ
ば
次
の
一
=
献
で
あ
ろ
う
。

一
、
類
型
化
は
決
し
て
量
的
分
析
方
法
に
代
る
も
の
ど
は
な
い
。

類
型
化
法
は
前
述
せ
る
如
く
決
し
て
新
し
い
方
法
て
は
た
い
、
に
も
拘
ら

F
量
的
分
析
法
が
優
位
を
占
め
て
い
た
の
は
一
つ
に
は
そ

白
技
術
的
長
所
が
湾
b
じ
た
も
の
て
あ
る
。
類
型
化
法
白
精
密
化
は
決
し
て
量
的
分
析
に
代
り
、
ま
た
モ
れ
を
駆
逐
す
る
も
り
ぞ
は
な

い
。
一
阿
者
は
常
に
有
放
な
併
用
に
よ
っ
て
の
み
分
析
の
妓
果
を
土
げ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
類
型
化
は
分
類
皐
化
す
る
傾
向
を
有
す
る
。



現
集
把
握
に
多
角
的
、
綜
合
的
方
法
は
不
可
依
左
手
段
ぞ
あ
る
が
、
と
も
す
れ
ば
技
術
の
複
雑
性
の
放
に
、
分
類
直
営
化
す
る
傾
向
を

持
づ

τい
る
。
し
か
し
盟
な
る
類
型
。
集
積
だ
け
て
は
決
し
て
意
味
を
持
ち
得
な
い
し
、
類
型
化
が
究
極
の
役
割
を
果
す

l
現
象
を
本

質
に
高
め
る

l
た
め
に
は
常
に
本
質
論
に
封
し
接
燭
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
類
型
の
た
め
の
類
型
に
陥
入
り
、
類
型
の
羅
列

て
事
終
れ
り
と
す
る
態
度
は
厳
に
悼
ま
し
め
友
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

一
二
、
類
型
佑
法
分
析
の
極
限
々
非
の
存
在
。

類
型
化
が
質
、
量
の
-
一
面
性
を
持
た
ん
と
す
る
た
め
、
そ
白
両
面
か

b
制
約
を
受
け
る
己
と
は
前
越
し
た
が
、
己
の
制
約
を
破
る
に
は
.

一
方
に
治
い
て
は
集
積
類
型
の
高
度
化
K
よ
る
質
的
深
化
と
、
ま
た
一
方
に
は
客
観
的
類
型
摂
津
に
よ
る
量
的
接
近
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
皐
に
個
々
の
類
型
が
質
的
、
量
的
制
約
を
受
け
て
い
る
己
と
を
表
わ
す
も
の
て
な
く
、
一
方
に
治
い
て
類
型
化
が
如
何
に
高
度
化

し
て
も
そ
の
僅
本
質
そ
の
も
の
に
語
高
め
る
こ
と
は
出
来
た
い
と
い
う
己
と
と
、
ま
た
一
方
に
沿
い
て
は
如
何
に
具
開
化
、
普
還
化
、

客
観
化
し
て
も
現
象
の
量
的
側
面
に
代
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
性
格
の
ご
側
面
を
表
は
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
υ

附

官官

と
の
試
論
は
皐
に
類
型
佑
法
に
つ
い
て
の
み
晶
、
へ
た
の
で
あ
る
が
、
順
次
に
試
論
の
分
野
を
誰
め
、
ま
た
そ
の
誼
用
方
法
に
つ
い
て
も
述
べ
る
漁
定

で
あ

p
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
と
れ
を
停
一
部
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
第
一
部
の
結
論
は
別
輯

K
諮
る
。

な
お
第
一
部
以
降
の
盟
定
自
↓
部
を
示
せ
ば
衣
由
連

E
で
あ
る

第
二
部
、
生
産
闘
係
、
生
産
力
闘
係
把
握
の
統
一
に
つ
い
て

第
三
部
、
闘
謹
性
把
握
主
主
瞳
怯
把
歯
医
ヲ
い
て

第
四
部
、
構
建
的
把
握
に
つ
い
て

下
請
工
業
分
析
に
封
ず
る
試
論

ω

第
七
十
五
巻

三
八
四

第
五
日
都

主
豆王




